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コイズミ緑橋ビル　竹中工務店

　「あかりのありかを求めて」_ 自然の「あかり」をお手本に、
照明器具の企画・開発・製造・販売を行なっているコイズミ
照明の研究開発施設「あかりの杜」を計画した。敷地は大阪
市内の住宅地である。まちに対しては“緑段のPARK”として、
まちのスケールと調和させ、ワークプレイスに対しては“各階
の GARDEN”として、適度なヒューマンスケールとリアルな自
然との関わりを創出した。各階に南向きの庭があることで、太
陽光が執務空間に木漏れ日を落とし、また、花を摘んだり、
新しく種を植えたりと、自然との交歓を通した社員同士の新た
なコミュニケーションも生まれている。木の幹のメタファーとし
ての木質の吹抜けは、外部環境の移ろいを体感できる場であ
り、開発商品の実証実験を俯瞰できるコラボレーションの拠
点でもある。
　竣工後まもなく、普段見ることのなかった小鳥や蝶が各階の
バルコニーに訪れるようになったと聞く。「あかりの杜」が自然
と人を結び、まちの環境を変える一助となることを願っている。

撮影：古川泰造　第38回大阪都市景観建築賞緑化賞受賞作品

■プロフィール
有田　博（ありた　ひろし）
1993年 東京芸術大学大学院美術研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 同社大阪本店設計部グループリーダー

北村　仁司（きたむら　ひとし）
1996年 京都大学大学院工学研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 同社大阪本店設計部グループリーダー

金澤　潤（かなざわ　じゅん）
2011年 名古屋工業大学大学院工学研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 同社大阪本店設計部

中西　正佳（なかにし　まさよし）
2007年 京都大学大学院工学研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 中西正佳建築設計事務所主宰

■建物データ
建 築 主：小泉産業株式会社
設　　計：株式会社竹中工務店
照明設計：コイズミ照明株式会社
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪府大阪市東成区
　　　　　東中本 2-3-5
用　　途：事務所
竣　　工：2017 年 3月
敷地面積： 1,466.41 ㎡
建築面積： 1,128.04 ㎡
延床面積： 5,225.73 ㎡
構　　造：鉄骨造
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大
阪
市
南
部
の
中
心
街
で
あ
る
天
王
寺
。
そ
の

北
側
に
位
置
す
る
四
天
王
寺
で
、
今
も
製
造
販
売

を
続
け
て
い
る
伝
統
の
銘
菓
店
﹁
総
本
家
釣
鐘

屋
﹂
を
ご
紹
介
し
た
い
。

　

四
天
王
寺
は
推
古
天
皇
元
年
︵
五
九
三
年
︶
に

建
立
さ
れ
た
。
た
び
重
な
る
戦
火
や
災
害
に
見
舞

わ
れ
多
く
の
建
物
が
焼
失
し
た
が
、
そ
の
た
び
に

多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
再
建
さ
れ
た
。
現
在
の

建
物
は
創
建
当
時
︵
飛
鳥
時
代
︶
の
様
式
を
忠
実

に
再
現
し
た
も
の
で
、
古
代
の
建
築
様
式
が
残
る

貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

四
天
王
寺
は
仏
教
及
び
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
聖

地
と
し
て
多
く
の
信
者
が
訪
れ
た
。
そ
の
門
前
町

で
あ
る
こ
の
界
隈
は
多
く
の
人
々
で
賑
わ
い
、
た

く
さ
ん
の
お
店
が
建
ち
並
ん
で
い
た
。
総
本
家
釣

鐘
屋
の
創
業
は
明
治
三
三
年
︵
一
九
〇
〇
年
︶
で
、

店
の
代
表
銘
菓
で
あ
る
﹁
釣
鐘
ま
ん
じ
ゅ
う
﹂
が

有
名
だ
。
四
天
王
寺
で
は
、
聖
徳
太
子
没
後
一
三

〇
〇
年
記
念
事
業
と
し
て
、
明
治
三
〇
年
︵
一
八

九
七
年
︶
に
大
梵
鐘
が
計
画
さ
れ
、
知
恩
院
の
二

倍
近
い
巨
大
な
釣
鐘
が
三
年
後
に
完
成
し
た
。
ま

ん
じ
ゅ
う
は
こ
の
釣
鐘
を
モ
チ
ー
フ
に
考
案
さ
れ

た
も
の
だ
。
現
在
の
お
店
は
昭
和
二
七
年
︵
一
九

五
二
年
︶
頃
に
木
造
で
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
庇

の
上
に
釣
鐘
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
が
飾
ら
れ
た
り
、
二

階
の
窓
の
形
状
も
釣
鐘
型
と
さ
れ
て
い
る
。

　

大
阪
で
は
似
た
ま
ん
じ
ゅ
う
が
他
で
も
売
ら
れ

て
い
る
が
、
今
も
職
人
に
よ
る
手
焼
き
の
技
を
活

か
し
た
製
法
で
昔
な
が
ら
の
味
を
守
り
続
け
て
い

る
。
訪
日
外
客
数
が
増
え
続
け
、
日
本
の
観
光
業

界
な
ど
が
大
き
く
賑
わ
う
さ
な
か
、
変
わ
ら
な
い

大
切
さ
を
感
じ
取
っ
て
み
た
い
。

  

平
成
を
ふ
り
か
え
っ
て

副
会
長　

石
貫
方
子

　

と
う
と
う
今
月
で
平
成
の
時
代
が
終
わ
り
ま
す
。

ふ
り
か
え
る
と
あ
っ
と
い
う
間
の
三
十
年
四
か
月

で
し
た
。
平
成
は
阪
神
淡
路
大
震
災
を
は
じ
め
、

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
大
地
震
が
記
憶
に
残
り
ま

す
。
特
に
大
地
震
が
来
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
関

西
、
熊
本
、
北
海
道
に
起
こ
り
、
建
築
技
術
者
と

し
て
は
責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
貴
重

な
経
験
と
学
び
の
機
会
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
経
験
に
よ
る
教
訓
は
確
実
に
次
の
世
代
へ
と
引

き
継
が
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

建
築
技
術
も
こ
の
三
十
年
で
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
建
築
・
住
宅
業
界
は
、
Ｉ
Ｔ
や
デ
ジ
タ
ル

業
界
に
比
べ
れ
ば
変
化
が
遅
め
の
よ
う
に
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
昭
和
で
は
手
書
き
し
て
い
た
図

面
が
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
な
り
、
今
で
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
建
築
設
備
で
は
昔
は
想
像
も
し

な
か
っ
た
Ａ
Ｉ
等
が
組
み
込
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

省
エ
ネ
基
準
も
何
度
か
の
改
正
を
経
て
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
電
源
を
入
れ
る
と
﹁H

ello

﹂
と

あ
い
さ
つ
す
る
ア
ッ
プ
ル
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
に

腰
を
ぬ
か
し
て
い
た
私
が
今
で
は
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ

を
持
ち
歩
い
て
い
て
、
さ
ら
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
に

つ
い
て
い
け
る
の
か
少
々
不
安
を
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
建
築
人
四
月
号
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
次

の
元
号
が
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
戦

争
も
大
災
害
も
無
い
時
代
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と

祈
っ
て
い
ま
す
。
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INFORMATION

けて造り上げた校舎群も見て回ります。
見学会終了後、関係者を囲んでの懇親会も計
画中です。
日時　5月26日（日）　14：00〜16：00
場所　大阪芸術大学
　　　（近鉄南大阪線喜志駅よりバス10分）
解説　妹島和世建築設計事務所
　　　　プロジェクト担当 降矢宜幸（予定）
　　　山形政昭教授（大阪芸術大学建築学科）
　　　大成建設株式会社関西支店
　　　　工事課長　卯野和紀
参加費　会員2,000円　会員外2,500円
定員　50名（申込み先着順）
見学会終了後の懇親会についての詳細は未
定。決まり次第お知らせいたします。

越井木材工業株式会社 工場見学会
「防火木材・熱処理木材を学ぶ」
6/10　CPD2単位予定

建築基準法改正により、木材利用の合理化が
進展する中、高い木材処理技術をお持ちの越
井木材工業株式会社の工場見学会を開催し
ます。
防火木材、熱処理木材、高耐久樹脂含浸積層
材等についてのご説明の後、工場内を案内い
ただき、大阪市内で広範な種類の保存処理木
材を一気に理解することが可能です。
日時　6月10日（月）　15：30〜17：00
　　　懇親会17：30〜
場所　越井木材工業㈱
　　　（大阪市住之江区平林北1-2-158）
定員　30名（申込先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
懇親会費　4,000円程度

事務局からのお知らせ

2019年版会員名簿につきましては、本年度
は、建築人7月号に同封して会員全員にお送り
する予定としております。
なお、会員名簿の掲載事項は①氏名②勤務先
名③勤務先住所・電話・Fax④建築士級別（正
会員のみ）となっておりますが、下記のいずれか
を希望される場合は、4月19日（金）までにFax
または郵便にて事務局までご連絡をお願いいた
します（既にご連絡をいただいている場合は不
要です）。
A.氏名以外（②〜④）を掲載しない。
B.連絡先が自宅のみのため、③に自宅の連絡

先を掲載する。
C.氏名を含め一切掲載しない（ホームページの

名簿からも削除）。

第4回　建築セミナー
「建築と設備の接点 トラブル予防
のツボ」
5/15

日本建築協会では、「建築の本」の著書をお招
きする連続セミナーを開催していますが、第4回
を日本建築協会企画「図解 建築と設備の接
点」の出版を記念して実施します。詳しくは日本
建築協会のHPをご覧ください。
主催　（一社）日本建築協会出版委員会　
共催　学芸出版社
講師　仲本尚志（atelier UNI-SUPPORT主宰）
　　　馬渡勝昭（一級建築士事務所Atelier・
　　　　　　　 YOU代表）
　　　赤澤正治（TAKシステムズ大阪支店
　　　　　　　 設備担当）
日時　5月15日（水）　18：00〜20：00
　　　開場　17：45
会場　TOTOテクニカルセンター大阪
　　　大阪市中央区久太郎町3-6-8　
　　　御堂筋ダイワビル2階
最寄駅　大阪メトロ本町駅
参加費　テキスト購入+受講4200円、
　　　　受講のみ1500円
テキスト　「図解 建築と設備の接点」
　　　　 A5判・232頁・本体2,800円+税 
※当日はテキストを税込特価2,700円で販
　売します。
定員　50名
問合　（一社）日本建築協会
　　　Tel.06-6946-6981　

フランス人の生活とインテリア
5/25　CPD2単位（予定）

ファッションやインテリア、建築などフランスは、
デザインにおいて常に世界をリードし、羨望と憧
れの存在。フランス人の生活と空間について理
解を深め、日本との相違点、類似点を考えること
により、デザイン発想の原点を探ります。
主催　（一社）関西インテリアプランナー協会
日時　5月25日（土）　15：00〜17：00
　　　懇親会　17：15〜20：00
会場　大阪産業創造館6階会議室E
　　　大阪市中央区本町1-4-5
参加費　講演会　1,500円
　　　　懇親会　4,000円
　　　　講演会+懇親会　5,000円
問合　（一社）関西インテリアプランナー協会
　　　Tel.06-6266-5735

応募方法など詳しくは「ビュースポットおおさか」
と検索してください。
問合　大阪府住宅まちづくり部建築指導室
　　　建築企画課調整グループ
　　　Tel.06-6210-9718

宮脇檀 手が考える 建築家・宮脇
檀のドローイング展 巡回展in京都
3/18〜5/11

一昨年の夏に東京都内で開催された「宮脇
檀・手が考える」ドローイング展の巡回展です。
京都展では、新たに、東京藝術大学卒業設計

（1959年）とデザイン・サーベイで最初に手が
けた倉敷の町並み調査（1966年）の原図を加
え、代表的な住宅作品5点を模型にして展示し
ます。
主催　特定非営利活動法人建築文化継承機構
会期　開催中〜5月11日（土）
会場　京都工芸繊維大学美術工芸資料館
　　　京都市左京区松ヶ崎
時間　10：00〜17：00（入館16：30まで）
休館日　日曜、祝日
入館料　無料
最寄駅　京都市営地下鉄「松ヶ崎駅」
■記念シンポジウム
　日時　4月20日（土）　14：00〜17：00
　テーマ　「宮脇檀の人と建築を語る」
　会場　京都工芸繊維大学60周年記念館
　　　　京都市左京区松ヶ崎
　パネリスト：
　　松家仁之（小説家、編集者）
　　堀部安嗣（建築家、京都造形芸術大学大
　　　　　　 学院教授）
　　椎名英三（椎名英三・祐子建築設計主宰、
　　　　　　 元・宮脇檀建築研究室所員）
　　中山繁信（建築家、元・工学院大学教授）
　　司会　松隈洋（京都工芸繊維大学教授）
問合　京都工芸繊維大学美術工芸資料館
　　　Tel.075-724-7924

懐かしい明治建築の保存と再生・
解体の幻燈上映会14
4/20

建築は時代を雄弁に語る歴史の生き証人だと
言われます。懐かしい歴史建築を見ながら保存
と開発について考えます。
日時　4月20日（土）　11：00〜
会場　堺市立東図書館（北野田駅前）
講師　明治建築研究会代表柴田正己
問合　明治建築研究会
　　　Tel.090-4289-1492

建築基準法に定める完了検査の確
実な受検について

大阪府全体の完了検査実施率は、平成10年
の建築基準法改正以降、約38%から大幅に
向上し、現在では約95%まで改善されました。
しかし、全ての建築物が完了検査を受けている
状況ではなく、完了検査の本来の性格からすれ
ば十分と言えない状況にあります。
平成30年4月に宅地建物取引業法が改正さ
れ、既存建物の取引時の重要事項説明におい
て、検査済証など建物の建築及び維持保全の
状況に関する書類の保存状況について書面を
交付して説明しなければならなくなるなど、ますま
す検査済証の重要性が高まっております。
完了検査は、建築物の安全性を確保するため
の最後の手続きです。
完了検査の重要性を改めて認識して頂き、工
事監理者又は代理者の業務を行う際には、建
築主に対して完了検査の必要性を十分に説明
し、適切に完了検査の申請を行うことを求めて
いただくようお願いします。
■完了検査の確実な受検について
　大阪府ホームページをご覧ください。
■問合
　大阪府建築行政マネジメント推進協議会
　事務局
　（大阪府住宅まちづくり部建築指導室建築
　 安全課）
　Tel.06-6210-9727

ビュースポットおおさか発掘・発信プロジェクト
第1回 大阪のビュ－スポット募集
2/18〜5/17

「ビュースポットおおさか発掘・発信プロジェクト」
は、世界に誇れる大阪の魅力ある景観、きらり
と光る個性豊かで多彩な大阪の景観を美しく
眺めることができる場所（ビュースポット）を一般
からの募集により発掘し、「ビュースポットおおさ
か」として選定したものを発信していくことで、府
民・事業者、府への来訪者の方々の景観への
興味・関心の向上を図り、府域全体の良好な景
観形成を推進する取組みです。
このたび、第１回ビュースポット募集を以下のと
おり行いますので、奮ってご応募ください。
◯募集するビュースポット

まちなみ、建物、道路、橋などの建造物や海、
山、川、樹木などの自然といった、様々な景観
資源を美しく眺めることができる場所のうち、下
記の要件に当てはまるものをご応募ください。
◦ビュースポットが大阪府内にあること
◦ビュースポットが適切に維持管理されてい

ること
◦ビュースポットへの立ち入りが禁止されてい

ない場所であること（立ち入りが有料か無
料かは問いません。）

◯募集期間
　2019年２月18日（月）～５月17日（金）

Others
その他のお知らせ

Administration
行政からのお知らせ
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INFORMATIONの詳細は本会ホームページに掲載しています。 本会の事業はホームページから申込できます。 http://www.aba-osakafu.or.jp/
【大阪府建築士会】 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階  メール info@aba-osakafu.or.jp TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

イドブック」をWEB版で公開しました。これを活
用し第一段として今回、江戸時代初期に建てら
れた、がんこ「平野郷屋敷」（旧辻元家住宅）の
見学会と平野のまちあるきを開催します。
日時　4月13日（土）　10：30〜15：00
場所　がんこ・平野郷屋敷と平野のまちあるき
昼食　がんこにて（別途 当日精算）
参加費　新入会員500円　会員1,000円
　　　　会員外1,500円
定員　30名（申込先着順）

新しい木造建築材「CLT」に期待!
「CLT加工工場見学」
4/15　CPD2単位（予定）

賛助会員委員会では「CLT加工工場見学」を
開催します。
第一部はCLTの話セミナー。第二部として日頃
見られない加工工場を見学していただきます。
ご参加お待ちしております。
日時　4月15日（月）　14：00〜16：30
会場　㈱岡本銘木店 三田工場
参加費　会員1,500円　一般2,000円
定員　40名（申込先着順）

「柳澤孝彦+TAK建築研究所の仕事」
講演及び堺市民芸術文化ホール

「フェニーチェ堺」見学
～劇場設計の振り返りと2,000席の大ホール
　新しいSACAYの文化の始まり～
4/19　CPD3単位

今年秋、2,000席の大ホールを備えた堺市民芸
術文化ホール「フェニーチェ堺」がグランドオー
プンします。そこで、設計者の「柳澤孝彦+TAK
建築研究所の仕事」講演と堺市芸術文化
ホール「フェニーチェ堺」見学を行います。なお、
施工者の大成建設㈱からの説明もあります。
日時　4月19日（金）　13：00～16：30
集合　12：45（時間厳守）
　　　堺市役所本庁本館地下大会議室
講演及び見学
　設計者及び施工者等による施設案内説明
　テーマ　劇場設計の振り返りと2,000席の大

ホール新しいSACAYの文化の始まり
　講師　柳澤孝彦+TAK建築研究所
　　　　　代表取締役　篠田　隆
　　　　大成建設㈱関西支店
　　　　　作業所長　福島浩介
定員　50名（申込先着順）
参加費　会員2,000円　会員外3,000円　
　　　　（資料代含む）

見学会
妹島和世氏最新作!大阪芸術大学
新校舎見学and芸大校舎群を巡る
見学ツアー
5/26　CPD2単位（予定）

昨年末に竣工した、世界的建築家である妹島
和世氏による大阪芸術大学「アートサイエンス
学科」新校舎の見学会です。同時に建築家高
橋靗一氏（第一工房）が1964年から20年をか

建築士法にもとづく建築技術講習会
これだけでわかる 建築基準法 !
4/25　CPD5単位（予定）

毎年大好評を頂いています「これだけでわかる
建築基準法!」を今年も開催致します。今回も3
人の講師によるパワフルな布陣で解説して頂き
ます。学科試験に向けて準備を始めたい方、設
計実務に役立つ法令知識をもう一度学び直し
たい方を対象に、建築基準法・同法施工令から
関連法規までを学ぶ講習会となります。
日時　4月25日（木）　13：30〜18：30
会場　大阪府建築士会 東会議室
講師　小嶋和平（テキスト執筆者、本会特任相談役）
　　　森田　大（日本ERI㈱主査）
　　　七堂元敏（大阪建築防災センター機構長）
定員　60名（定員に達し次第締切）
受講料（テキスト代含む）
　　　　建築士会会員4,500円
　　　　後援団体会員5,000円
　　　　一般5,500円

既存住宅状況調査技術者講習
新規講習5/17、7/11　CPD5単位
移行講習6/5　CPD3単位

平成28年6月に宅地建物取引業法が一部改
正され、平成30年4月から既存住宅の売買時に

「既存住宅状況調査」に関する説明が義務付
けられました。調査の実施は、登録機関の講習
を修了した建築士のみに認められており、建築
士の新たな業務として期待されています。
<新規講習>
日時　5/17（金）、7/11（木）
　　　10：00〜17：50
会場　大阪府建築士会会議室
定員　40名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込21,060円
　　　　郵送申込21,600円
<移行講習>
従来のインスペクター登録者は同調査を実施
できませんが、その方 を々対象に規定の講義の
一部を免除した移行講習です。
日時　6/5（水）　13：00〜17：50
会場　大阪府建築士会会議室
定員　40名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込16,740円
　　　　郵送申込17,280円
<申込方法>
日本建築士会連合会HPよりお申込みください。

新入会員歓迎企画 見学会
がんこ「平野郷屋敷」（旧辻元家住
宅）と平野のまちあるき
魅力ある和の空間ガイドブックより
4/13　CPD3単位（予定）

人々のライフスタイルが変化する中で、日本の
住まいで培われた和室や縁側といった和の空
間がなくなりつつあることが危惧されています。
このような状況をふまえ、（公社）日本建築士連
合会女性委員会では2018年9月、全国各地
の和の空間を体験して、その魅力を再認識でき
るような建築を紹介する「魅力ある和の空間ガ

※インターネット又は郵送による受験申込は、
建築技術教育普及センターのホームページ
をご覧ください。

　http://www.jaeic.or.jp/

平成31年度建築士定期講習
6/5、7/24、8/8、9/19　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
28年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず年度内
に受講してください。
日程・会場・定員
※6/5（水）	 大阪国際交流センター	 200名
　7/24（水）	 大阪国際交流センター	 200名
※8/8（木）	 大阪国際会議場	 200名
　9/19（木）	 大阪国際交流センター	 200名
時間　9：15～17：00（各講習日共）
受講料　12,960円（消費税含。事前振込）
申込書配布場所

大阪府建築士会及び大阪府建築士事務
所協会事務局又は、建築技術教育普及セン
ターHPからダウンロード（平成28年度受講
者には、直接申込書を郵送します。）

申込方法
　上記事務局へ持参又は簡易書留による郵送。
受付場所（送付場所）
　※印の日程　　　大阪府建築士会事務局
　※印以外の日程　大阪府建築士事務所協
　　　　　　　　　会事務局
建築技術教育普及センターHPからWEB申
込みも可能です。
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。

平成31年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
4/26、5/29、7/2、9/4　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験豊富
なベテラン技術者の講師による解説と映像で、
実務に役立つ情報を提供いたします。なお、監
理技術者以外の建築士や技術者の方も受講
が可能です。日頃の工事監理業務に役立ちま
すので、ぜひご受講下さい。
日程　4/26（金）、5/29（水）、7/2（火）、9/4（水）
時間　8：55〜17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　各回30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページより

お申込みください。

既存建築物耐震診断等の評価・評
定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

平成31年建築士試験案内

■二級・木造建築士試験
◇受験申込の配布
　期間　4月1日（月）〜4月22日（月）

（土、日、祝日は除く。但し4/20（土）、
4/21（日）は配布します。）

　時間　9：30〜17：00
　場所　大阪府建築士会事務局
◇受験申込受付
　期間　4月18日（木）〜4月22日（月）
　　　　（土、日も受付ます。）
　時間　10：00〜17：00
　場所　大阪府建築士会事務局
◇学科試験日　　　二級 7月7日（日）
　　　　　　　　　木造 7月28日（日）
◇設計製図試験日　二級 9月15日（日）
　　　　　　　　　木造 10月13日（日）
■一級建築士試験
◇受験申込の配布
　期間　4月5日（金）〜5月13日（月）

（土、日、祝日は除く。但し5/11（土）、
5/12（日）は配布します。）

　時間　9：30〜17：00
　場所　大阪府建築士会事務局
◇受験申込受付
　期間　5月9日（木）〜5月13日（月）
　　　　（土、日も受付ます。）
　時間　10：00〜17：00
　場所　大阪府建築士会事務局
◇学科試験日　　　7月28日（日）
◇設計製図試験日　10月13日（日）

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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また、府では世界に誇れる魅力ある景観、
きらりと光る個性豊かで多彩な景観を眺
めることができる場所であるビュース
ポットの提案を 5 月 17 日まで募集して
おり、提案された中から選定したビュー
スポットの情報を広く発信することとし
ています。
会員の皆様も、大阪の魅力発掘にご協力
いただき、ぜひご応募してください。

昨年 7 月に、平成 30 年度の国土交通省
補助事業である「空き家対策の担い手強
化 ･ 連携モデル事業」に採択された「泉
佐野市特定空家寄附受け事業」は、本会
の建築士をはじめ、弁護士、司法書士、
土地家屋調査士を委員とする特別委員会
を設置し、寄附受けマニュアルの作成を
進めておりましたが、この程完成し 3 月
1 日に国土交通省に提出しました。
本事業は、一定の要件を満たす特定空家
等を泉佐野市が寄付受けをして、空家の
撤去と跡地利用を市が行い、地域の環境
改善とイメージアップを図ろうとする取
組です。マニュアルは、特定空家等の寄
附受け実例をモデルとしてケーススタ
ディを行い、その過程で明らかになった
課題やその対処方法等の成果を反映さ
せ、実務に役立つ内容としました。
マニュアルは本会 HPに掲載しており、
国土交通省を通じて全国に公表されます。

平成 31 年度の ｢大阪市高齢者住宅改修
費給付申請審査業務｣ を、大阪市福祉局
から昨年度に引続き受託しました。
大阪市は、介護保険の対象とならない住
宅改修に対して一定の助成を行ってお
り、本委託業務は、申請内容が助成基準
に合致しているか否かを審査・査定する
ものです。本業務は高齢者の住宅改修に
詳しい女性委員会委員が担当しており、
昨年度は90件の書類審査と23件の訪問・
現地審査を行いました。

テージ活動、行政等が設置する審議会等
への会員建築士派遣等々の活動について
も行政政策とつながりが深く、地元会員
を中心に、市町村と連携して取り組んで
いくことを伝えました。
訪問先の市町村からは、本会活動につい
て高い評価と期待を頂いており、公益団
体として、引き続き社会貢献活動を活発
に実施する方針です。

本会の平成 30 年度決算は、本年度予算
に対して約 600 万円の黒字となる見込み
です。また、会員の減少数と新入会員数
は拮抗しており、平成 30 年度の会費収
入は予算を上回る見込みです。
事業収支は、建築士合格者の増加による
登録収入や建築物耐震評価業務収入の増
加、枚方市の罹災証明調査活動の実施、
泉佐野市の国庫補助事業の採択及び特定
空家撤去業務の受託、業務報酬基準改正
説明会開催などの活動で予算を上回り黒
字決算に繋がったものです。また、監理
技術者講習の出張講座を大手建設会社で
実施できたことも受講者増加に向けて明
るい材料です。今後も、公益法人として
社会貢献事業活動の強化により、会員増
強と事業収支改善につなげ、更なる財政
の安定化に取組みます。

本会は景観法の景観行政団体である大阪
府の景観整備機構に申請し、平成 31 年
2 月 18 日に指定されました。
景観整備機構は、府が景観形成の基本方
針として昨年策定した「都市景観ビジョ
ン・大阪」における取組の一つに位置付
けられ、地域が主体となり自立した景観
まちづくり活動を実施します。
本会では府と連携して景観づくりの担い手
を育成し、大阪の魅力の創出・発掘する
ため、景観づくりセミナーやまちあるき、イ
ベントの開催・周知などの活動を通じて景
観に対する人々の意識の高揚を図ります。

2/ 27 大阪府収用委員会
2/ 28 茨木市長面談
3/ 6 総務企画委員会（連合会）
3/ 7 正副会長会議（連合会）
3/ 12 大阪府収用委員会
3/ 13 近畿建築士会協議会
3/15  枚方市税務室来会（罹災証明謝辞）

  運営委員会
3/ 19 理事会・正副会長会議
3/ 20 理事会（連合会）
3/ 25 京都御所御茶会

＊連合会：日本建築士会連合会 

本会の岡本会長、役員、地元委員による
平成 30 年度の大阪府内市町村首長等へ
の訪問は、昨年 6 月 11 日の大阪市高橋
徹都市計画局長、篠原祥都市整備局長と
の面談を最初に、2 月 28 日の福岡洋一
茨木市長面談で、43 市町村すべての訪
問を完了しました。
訪問では、6 月 18 日の大阪北部地震及
び 9 月 4 日の台風 21 号による被害に対
して、本会が行った被災建築物応急危険
度判定の実施、ブロック塀に関する電話
相談、大阪北部 7 市がそれぞれ実施した
地震被害相談会への相談員派遣、枚方市
が罹災証明を発行のための住家調査な
ど、進行中の活動も含め、訪問時の最新
の状況を伝えました。地震の影響が最も
大きかった茨木市へは、延 69 名の本会
判定士による応急危険度判定活動及び 8
月末まで毎日実施された市民相談会に延
65 名の本会相談員の派遣を行い、福岡茨
木市長から本会の支援活動に対して、高
い評価と感謝のお言葉をいただきました。
今回の支援活動は、本会が日頃から進め
ている有事に備えた取組みが活かされた
ものです。
一方、災害支援以外の空家対策やヘリ

動静レポート

（左）
福岡洋一
茨木市長

会長動静

平成 30 年度の決算見込み

運営部門 

本会が大阪府の景観整備機構に指定

社会貢献部門

2 月 28 日の福岡茨木市長面談で、府
内すべての市町村を訪問

運営部門

泉佐野市特定空家等寄附受けマニュア
ルが完成し、国土交通省に提出

社会貢献部門

大阪市から高齢者住宅改修費給付審査
業務を受託

事業部門
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大阪地方裁判所の裁判官と大阪府建築審
査会委員である学識者を講師に迎えて昨
年実施した講習会が大変好評でしたので
今年も「2019」版を開催しました。今回
も定員を上回る申込みがあり、お断りす
る事態となりましたので次回はより多く
の座席をご用意しなければ、と考えてい
ます。
建築の仕事は多くの関係者がかかわるこ
とで成り立っていますが、利害関係や意
見の相違により、こじれてしまうと紛争
に発展することも少なくありません。そ
の背景には、近年の権利意識の向上や法
的知識の向上があると言われています。
今回、多くの受講申込みがあったのはこ
うした危機感が建築や不動産関係者に広
がっているからなのでしょう。
あなたが建築士なら、設計した建物が近
隣の反対にあった場合、何を根拠に説得

今回の見学先は大阪府建築士会事務局の
すぐ近くにある「一茶庵」です。煎茶の
お家元である佃家の煎茶室の主屋と土蔵
を、解説と共にご案内いただきました。
地域委員会大阪市東地域とヘリテージ委
員会が共同し、35 名で実施しました。
最初に二間続きの煎茶室で、一茶庵嫡承、
佃梓央氏による煎茶文化のお話を伺った
後は、2 班に分かれて登録有形文化財で
ある建物内部を、隅々まで見学させてい
ただきました。
煎茶は、江戸時代の半ばごろに、文化人
の情報交換の場として始まったとのこと
で、煎茶の基本は「文人趣味」にあると
のこと。「文人趣味」というのは、中国
の知識人（文人）たちが古代から育んで
きた概念で、教養ある人々が詩、書画等
を自らの楽しみとしたこと、またそうし
た人々の生き方や価値観だそうです。煎

Topics

すればいいか、考えたことがあるでしょ
う。あなたが行政の職員なら、市民に対
し適格な処分であることの根拠を常に胸
に抱いているでしょう。あるいは工事の
騒音に我慢できない時、工事業者にどう
言えばいいか考えたことぐらいは誰しも
あるでしょう。この講習会は、さまざま
なケースで役に立つ「心構え」と「いざ
という時の手段」について示唆を与えて
くれるものとなりました。
講義の前半は、近畿大学法科大学院准教
授の海道俊明先生から、いわゆる近隣住
民紛争について説明がありました。建築
確認などの行政処分をめぐって行政不服
審査請求や訴訟に発展した場合、違法か
適格かの判断はどのように下されるか、
その目安が行政法の観点から事例ととも
に示されました。また、中古物件取引の
際に行われるようになったインスペク

茶会は今でいうアーティストやクリエー
ターや文化人、知識人が集まって、文人
趣味の世界を満喫しながらお茶を飲んで
語り合うための場であるとのことで、煎
茶室は「ハレ」の空間であり、生活空間
ではない、とされています。そういう意
味からも、煎茶室には空間を楽しむため
の工夫が随所に施されていました。
説明を伺った広めのお茶室の床の間は、
壁際ですが端ではなく、中央に配置され
ています。書院には自然光を取り入れる
ための天窓があり、窓に貼られた和紙に
描かれた竹の模様が、光に透けて美し
かったです。

「文人趣味」という概念が中国から伝わっ
たことからか、中華風に設えられたお茶
室も見事でした。この部屋の床の間にも
天窓が設けられており、脇の棚は南天の
吊り木で吊られていて、インド更紗の古

ション（既存住宅状況調査）について、
検査者が訴訟に巻き込まれないようにす
るには「善管注意義務」を果たすことが
必要だという話がありました。
後半は、現役判事の鈴木喬様から、最近
の法的措置の傾向や、紛争を治めていく
ために利用可能な手続きについて具体的
な解説がありました。また、2020 年 4
月施行の民法改正により、損害賠償や瑕
疵の扱いがどう変わるのかについても説
明がありました。
建築士というものはクライアントの利益
のために仕事をしながらも、その一方で
必ず、社会的に正義かを考えバランスを
とろうとするものだと思います。お二人
の講義は、自分の中にあるバランス感覚
について改めて自省する良い機会となり
ました。この場を借りて御礼を申し上げ
ます。

布が貼りこめられた壁面には客人が腰か
けられるベンチが折りたたみ式で仕込ま
れていました。その他、襖の引手を始め、
ここには書き切れないくらい沢山の、素
晴らしい設えを見せていただくことがで
きました。
内部見学の折には一茶庵宗家家元の佃一
輝氏からも細かくご説明をいただき感謝
申し上げます。何より、建築士会事務局
のすぐ近くに、このような空間の存在を
知ることができて良かったです。

煎茶室設え
円窓・天井明窓など

見学風景
中華風煎茶室

「建築紛争における法的措置とその対応策 2019」講習会
日程：平成 31 年 2 月 12 日（火）14：00 〜 17：00　　会場：大阪府建築士会東会議室　　参加者：54 名

田鍋　稔（研修委員会委員長）

登録有形文化財「佃家煎茶室 主屋・土蔵（一茶庵宗家九如艸堂）」見学会
日時：平成 31 年 2 月 2 日（土）14：30 ～ 17：00　　会場：佃家煎茶室 主屋・土蔵（一茶庵宗家九如艸堂）　　参加者：35 名

山本尚子（地域委員会「大阪市東」委員）
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Gallery 建築作品紹介 兵庫県林業会館 設計：竹中工務店
施工：竹中工務店・大和ハウス工業 JV

兵庫県内の林業関係団体が入るオフィスビル。CLT と鉄骨を組み合わ
せた構造体と、表層のガラスサッシをシンプルに組み合わせることで、 
CLT の木質感をガラス越しに街並みに表出させた。1 階のギャラリーは、 
CLT のマザーボードの他、兵庫県産木材の天井ルーバーやフローリン
グによって構成し、通りを歩く人々にも木の柔らかさが感じられること
を意図した。また、今回開発した「CLT+ 鉄骨ハイブリッド構造」は、
多様な用途・規模の耐火建築物にも適用することが可能であり、当計画
が都心部への木質建築の機運向上の契機となり、木材消費の促進と、都
市景観の向上に寄与することを期待している。　　　（山田義浩、森稔）

所 在 地：兵庫県神戸市
用　　途：事務所
竣　　工：2019.01
構造規模：CLT+S 造・
　　　　　RC 造　5 階
敷地面積：355.24㎡
建築面積：310.49㎡
延床面積：1,567.10㎡
写　　真：母倉知樹
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Gallery 建築作品紹介 喜志の家 設計：横関正人+横関万貴子／NEO GEO
施工：アール・ワン

大阪の南河内に 80 年代中頃に建った木造 2 階建て住宅のリノベーショ
ンである。
外観は、屋根を下地補強からやり変え、外壁は正面の窓の形状を変えモ
ダンなイメージとなるようにした。外構は杉板型枠コンクリート打放し
の塀と植栽、背景の鉄塔を借景にしたデザインとした。
1 階は小さく区分けされた部屋を構造的に補強しながら整理し、家族室・
食事室・台所と L 型に配置し一体的な空間とした。その他の部屋をレン
ガタイル張の BOX に見立てて、強調させるために間接照明を入れ室内を
照らしている。2 階は大きく変えずに間仕切と内装の一部を新しくした。

所 在 地：大阪府富田林市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2018.08
構造規模：木造 2 階建
敷地面積：309.25㎡
建築面積：77.74㎡
延床面積：136.26㎡
写　　真：絹巻　豊
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 建築人賞 記念盾　「未来へ！」
 グラスアーティスト 三浦啓子作

会報誌『建築人』では、Gallery に 掲載する作品を
募集しています。

詳しくは、公益社団法人大阪府建築士会『建築人』
Gallery 建築作品掲載係まで。

【掲載料】
　カラー　 ２ページ　２０万円
　カラー　 １ページ　１０万円

『建築人』Gallery 掲載作品 募集中
2019

公益社団法人大阪府建築士会では
本誌「建築人」のGallery に掲載された建築作品を対象に
社会性、芸術性、時代性を考慮して、顕彰、公表することにより
建築技術の進展、建築文化の向上に資することを目的として
建築人賞を実施しています。  

■ 第 12 回 対象作品
「建築人」2019 年１月号から 2019 年 12 月号まで
Gallery に掲載された建築作品
※建築種別、建築地を問わない。但し、竣工検査済証を受けたもの

■ 表彰（設計者に対して）
建築人賞　　　  （賞状と記念盾）
建築人賞奨励賞  （賞状）
※建築主・施工者には賞状授与

■ 受賞発表
建築人 2020 年７月号誌面（予定）

■ 問い合わせ
公益社団法人大阪府建築士会「建築人賞」係
担当／母倉政美
TEL 06-6947-1961　　  FAX 06-6943-7103

■ 審査委員長　乾 久美子 
1969　大阪府生まれ  
1992　東京藝術大学美術学部建築科卒業  
1996　イエール大学大学院建築学部修了  
1996～2000　青木淳建築計画事務所勤務  
2000　乾久美子建築設計事務所設立  
2000～2001　東京藝術大学美術学部建築科常勤助手  
2011～2016　東京藝術大学美術学部建築科准教授  
2016～　横浜国立大学大学院Y-GSA教授

第 12 回
建築人賞
主催：公益社団法人 大阪府建築士会
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中
眺
め
て
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
こ
れ

ほ
ど
の
場
所
が
あ
っ
た
の
か
、
と
誰
も
が
感
嘆
す

る
に
違
い
な
い
。
さ
ら
に
、
芝
生
広
場
の
先
端
部

か
ら
海
へ
と
向
か
っ
て
緩
や
か
な
階
段
状
の
遊
歩

道
を
一
五
〇
m
ほ
ど
降
り
て
い
く
と
、
左
手
に
、

す
り
鉢
状
の
窪
地
に
埋
め
込
ま
れ
た
テ
ア
ト
ロ
ン

の
ア
リ
ー
ナ
型
の
観
客
席
が
現
れ
る
。
そ
し
て
、

円
形
ス
テ
ー
ジ
の
背
後
に
は
大
海
原
が
広
が
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
環
境
造
形
は
ど

こ
か
ら
発
想
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、

テ
ア
ト
ロ
ン
の
設
計
意
図
を
記
し
た
山
本
の
言
葉

は
見
つ
か
っ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
担
当
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
設
計
に
携
わ
り
、
三
年
間
現
場
に

も
通
っ
た
平
野
祐
一
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
手
が
か

り
は
、
テ
ア
ト
ロ
ン
の
直
前
に
山
本
が
設
計
し
、

一
九
八
九
年
に
竣
工
し
た
小
豆
島
の
オ
リ
ー
ブ
記

念
館
に
あ
る
と
い
う
。
こ
の
建
物
で
山
本
は
、
初

め
て
ギ
リ
シ
ア
風
の
造
形
を
試
み
て
い
る
。
さ
ら

に
、
続
い
て
手
前
に
整
備
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
広
場

の
円
形
舞
台
に
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
民
衆
法
廷

で
判
決
に
使
わ
れ
た
青
銅
製
の
投
票
用
具
を
模
し

た
石
彫
家
の
和
泉
正
敏
に
よ
る
彫
刻
が
設
置
さ
れ
、

そ
の
表
面
に
は
、
ギ
リ
シ
ア
文
字
も
刻
ま
れ
た
。

同
じ
小
豆
島
に
先
立
っ
て
山
本
が
設
計
し
た
小
豆

島
民
俗
資
料
館
︵
一
九
八
七
年
︶
の
瓦
葺
き
の
寄

棟
屋
根
と
は
明
ら
か
に
違
う
モ
チ
ー
フ
が
持
ち
込

ま
れ
た
の
だ
。
平
野
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ

こ
に
は
、
穏
や
か
な
気
候
風
土
に
恵
ま
れ
た
小
豆

島
が
、遠
く
地
中
海
地
方
を
原
産
地
と
す
る
オ
リ
ー

ブ
の
栽
培
に
成
功
し
、
戦
後
に
香
川
県
の
県
花
、

県
木
と
も
な
っ
た
歴
史
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
オ
リ
ー
ブ
の
記
念
館
だ
か
ら
こ
そ
、
瀬
戸

内
海
を
地
中
海
に
見
立
て
て
、
ギ
リ
シ
ア
の
造
形

モ
チ
ー
フ
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
小
豆
島
の
対
岸
に
続
い
て
建
設
さ

れ
た
テ
ア
ト
ロ
ン
で
は
、
さ
ら
に
積
極
的
に
ギ
リ

シ
ア
の
自
然
環
境
と
融
合
し
た
古
代
劇
場
を
範
に

し
た
の
だ
ろ
う
。
仮
設
テ
ン
ト
の
た
め
の
支
柱
と

し
て
舞
台
上
に
並
ぶ
列
柱
も
、古
代
遺
跡
を
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
る
。
実
際
に
、
平
野
氏
は
、
設
計
中
の

一
九
八
八
年
に
ギ
リ
シ
ア
へ
旅
行
し
、
ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
デ
ル
フ
ォ
イ
の
ア

ポ
ロ
ン
神
殿
や
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
の
古
代
劇
場
を
視

察
し
、帰
国
後
に
山
本
に
写
真
を
見
せ
た
と
い
う
。

テ
ア
ト
ロ
ン
の
設
計
に
は
、
県
庁
時
代
に
試
み
て

い
た
香
川
の
地
域
性
に
根
ざ
し
た
建
築
の
あ
り
よ

う
を
越
え
て
、
遠
く
ギ
リ
シ
ア
の
古
代
遺
跡
が
今

も
持
ち
続
け
て
い
る
よ
う
な
、
よ
り
普
遍
性
を
備

え
た
環
境
造
形
へ
建
築
を
進
化
さ
せ
よ
う
と
す
る

山
本
の
意
志
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。

そ
の
眼
差
し
は
遠
く
未
来
へ
と
伸
び
て
い
る
。

瀬戸内海を望むテアトロンの全景

芝生広場から続くアプローチの遊歩道

野外音楽広場テアトロン　1991 年
普遍的な環境造形を求めて

記憶の建築
松隈　洋
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連
載
　
建
築
の
射
程

す
る
こ
と
が
必
要
な
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

設
計
者
が
多
様
な
身
体
能
力
や
状
況
に
お
け
る

使
い
勝
手
を
熟
知
し
て
い
な
い
た
め
、
ニ
ー
ズ

を
鵜
呑
み
に
し
た
結
果
、
コ
ン
フ
リ
ク
ト
問
題

を
発
生
さ
せ
た
り
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
同
様

の
検
討
を
繰
り
返
す
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

　

前
述
の
段
差
解
消
や
多
機
能
ト
イ
レ
、
誘
導

ブ
ロ
ッ
ク
は
、
あ
る
特
定
の
人
の
バ
リ
ア
を
解

消
す
る
一
手
法
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
今
の
時
代

だ
か
ら
こ
そ
Ｕ
Ｄ
の
概
念
に
立
ち
返
り
、
再
考

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
Ｕ

Ｄ
の
考
え
方
は
、
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
を
生
み
出

す
ヒ
ン
ト
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
の
出
会
い

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
た
頃
、
徐
々
に
視
機

能
が
低
下
し
て
し
ま
う
眼
疾
患
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
、
設
計
者
と
し
て
の
道
を
模
索
し
て
い

た
時
に
あ
る
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
＊₁

外
来
に
熱
心
な

眼
科
医
と
出
会
っ
た
。
彼
か
ら
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

の
状
態
や
配
慮
な
ど
を
聞
く
う
ち
に
、
い
つ
し

か
カ
メ
ラ
を
持
ち
歩
き
、
自
分
に
と
っ
て
わ
か

り
や
す
い
空
間
、
わ
か
り
に
く
い
空
間
の
写
真

を
撮
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
を
整
理
・
分

析
し
て
い
く
中
で
、
認
知
し
や
す
い
空
間
の
デ

ザ
イ
ン
の
可
能
性
が
見
え
て
き
た
。
そ
の
こ
ろ

摂
南
大
学
の
田
中
直
人
先
生
︵
現
・
島
根
大
学
︶

や
岩
田
三
千
子
先
生
の
取
り
組
み
に
触
れ
、
そ

れ
は
確
信
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
母
校
の
野
村
歓
先
生
の

紹
介
に
よ
り
中
部
国
際
空
港
の
Ｕ
Ｄ
研
究
会

︵
以
下
、
研
究
会
。︶
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
研
究
会
は
、
社
会
福
祉
法
人
Ａ
Ｊ
Ｕ

自
立
の
家
︵
以
下
、
Ａ
Ｊ
Ｕ
。︶
が
中
部
国
際

空
港
︵
株
︶
よ
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
契
約
を
行

い
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
は
な
か
っ
た
。
事
務
局
を
Ａ
Ｊ
Ｕ
が
努

第
73
回

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
設
計
者

の
足
か
せ
か
？

　

社
内
外
で
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン︵
以
下
、

Ｕ
Ｄ
。︶に
関
わ
る
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
、﹁
Ｕ

Ｄ
﹂
は
設
計
者
の
自
由
な
発
想
を
阻
害
す
る
足

か
せ
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
人
に
出
会
う
こ

と
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方

は
、
建
築
設
計
者
に
と
っ
て
ど
う
思
わ
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
？

　

い
つ
し
か
Ｕ
Ｄ
＝
高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め

の
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
社
会
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
で

き
上
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
Ｕ
Ｄ
と
い
う
と
、
段
差
の

解
消
や
多
機
能
ト
イ
レ
の
設
置
、
誘
導
ブ
ロ
ッ

ク
の
敷
設
な
ど
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
。
更

に
、
法
律
や
条
例
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
遵

守
す
る
だ
け
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
設
計

者
や
発
注
者
が
ま
だ
ま
だ
少
な
く
な
い
。
中
に

は
、
多
機
能
ト
イ
レ
の
設
計
に
お
い
て
、
メ
ー

カ
ー
の
カ
タ
ロ
グ
を
貼
り
付
け
て
終
わ
り
。
と

い
う
よ
う
に
そ
こ
で
思
考
停
止
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

近
年
、
中
部
国
際
空
港
を
は
じ
め
、
公
共
施

設
を
中
心
に
障
害
当
事
者
参
加
の
も
と
に
計
画

が
進
め
ら
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
増
え
て
き
た
。

当
事
者
参
加
の
手
法
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
多
く
の
設
計

者
が
初
め
て
障
害
当
事
者
の
生
の
声
を
聞
く
機

会
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
て
も
良
い
こ
と
で
あ
る

が
、
反
面
、
あ
る
一
部
の
人
の
使
い
勝
手
や
要

求
を
鵜
呑
み
に
し
、
設
計
に
反
映
し
て
い
る
事

例
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
設
計
者
は
扉
の
開
き
勝
手
を
ど
う

す
る
か
？
な
ど
細
か
い
部
分
に
ま
で
使
い
手
を

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
そ
の
機
能
や
性
能
、
コ

ス
ト
な
ど
も
踏
ま
え
て
そ
れ
を
決
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
設
計
行
為
で
は
、
利
用
者
の
使

い
勝
手
を
考
え
な
が
ら
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
統
合

みなさんはユニバーサルデザイン（UD）についてどのように考えておられるでしょうか。
今回は UD の観点から様々な計画に関わっておられる原利明さんに前後編に分けてその考え方について紹
介していただきます。

ユニバーサルデザインを改めて考えなおす（前編） 

原　利明
設計の実務でユニバーサルデザインを具体化するための提案やコンサルティングを担当。視環境や感触の異なる床材の識別容易性に関する研
究も行っている。ユニバーサルデザインの専門家として大学の非常勤講師や各種学会、国などの委員会でも活動。

め
、
障
害
当
事
者
が
主
体
と
な
り
問
題
点
を
洗

い
出
し
検
討
を
行
っ
て
い
た
。
勿
論
、
参
加
者

の
多
く
は
建
築
に
つ
い
て
は
素
人
で
あ
っ
た
た

め
、
有
識
者
と
し
て
、
大
学
の
先
生
や
、
ま
た

関
連
メ
ー
カ
ー
の
人
も
参
加
し
段
差
解
消
や
昇

降
機
、
ト
イ
レ
、
サ
イ
ン
な
ど
個
別
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
深
夜
ま
で
熱
心
な
検
討
が
行
わ
れ
て

い
た
。
私
が
参
加
し
始
め
た
こ
ろ
は
、
基
本
設

計
段
階
の
た
め
、
広
さ
や
段
差
解
消
が
重
要
と

な
る
車
い
す
利
用
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
検
討
の

中
心
と
な
っ
て
い
た
。
斜
行
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

や
画
期
的
な
成
果
の
一
つ
で
あ
る
手
動
車
い
す

で
も
利
用
で
き
る
一
般
ト
イ
レ
の
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
た
頃
で
あ
る
。

　

私
の
関
心
事
で
あ
る
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
の
議

論
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
撮
り

た
め
た
写
真
の
分
析
を
基
に
、
カ
ラ
ー
ス
キ
ー

ム
や
照
明
計
画
な
ど
建
築
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ

る
提
案
を
行
う
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
建
築
デ
ザ
イ
ン
は
空
間
を

認
識
す
る
た
め
の
﹃
情
報
﹄
と
位
置
付
け
ら
れ
、

情
報
提
供
・
サ
イ
ン
分
野
の
一
つ
の
テ
ー
マ
と

し
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
の

経
験
が
そ
の
後
の
私
の
Ｕ
Ｄ
に
対
す
る
考
え
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

＊₁
：
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、
眼
鏡
な
ど
で
の
矯
正
が
難
し

く
社
会
生
活
に
不
便
さ
や
困
難
さ
を
感
じ
て
い
る
状
態
。

中
部
国
際
空
港
の
検
討
が
そ
の
後
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
た
事
例

　

以
下
、
こ
こ
で
の
検
討
が
そ
の
後
の
空
港
な

ど
、
広
く
社
会
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
一
事
例

を
紹
介
し
た
い
＊₂

。

◯
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
程
度
の
手
動
車
い
す
で
も
利
用

可
能
な
一
般
ト
イ
レ
（
写
真
１
）

　

当
初
の
設
計
で
は
、
車
い
す
使
用
者
の
団
体

利
用
や
大
き
な
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
持
っ
た
人
の

利
用
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
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般
ト
イ
レ
の
便
房
を
少
し
大
き
く
し
工
夫
す
る

こ
と
で
小
型
の
手
動
車
い
す
程
度
で
も
利
用
で

き
る
こ
と
や
そ
の
こ
と
で
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
な
ど

大
き
な
荷
物
を
持
っ
た
人
や
子
供
連
れ
も
利
用

し
や
す
く
な
る
こ
と
が
車
い
す
使
用
者
か
ら
提

案
さ
れ
た
。
そ
こ
で
ト
イ
レ
メ
ー
カ
ー
の
協
力

を
得
て
約
三
〇
〇
人
の
様
々
な
身
体
能
力
を
持

つ
被
験
者
に
よ
る
検
証
を
重
ね
た
。
そ
の
結

果
、
扉
の
回
転
軌
跡
を
小
さ
く
す
る
た
め
に
指

詰
め
に
も
配
慮
し
た
二
つ
折
れ
戸
を
新
た
に
開

発
し
、
幅
一
、一
〇
〇
㎜
×
奥
行
一
、九
〇
〇
㎜

の
便
房
の
寸
法
を
導
き
出
し
た
。
更
に
高
齢
者

や
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
者
で
も
わ
か
り
や
す
く
す
る

た
め
に
扉
と
壁
、
衛
生
陶
器
と
周
辺
の
床
・
壁

な
ど
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
確
保
す
る
ル
ー
ル
を

設
け
た
。

　

聴
覚
障
害
者
は
、
こ
の
よ
う
な
個
室
に
入
る

と
火
災
な
ど
の
緊
急
事
態
を
知
ら
せ
る
﹁
音
﹂

が
聞
こ
え
な
い
。
そ
こ
で
研
究
会
で
は
、
聴
覚

障
害
者
の
日
頃
の
緊
急
情
報
の
取
得
の
仕
方
に

つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
行
い
、
火
災
報
知

器
が
発
報
す
る
と
便
房
の
天
井
に
設
置
さ
れ
た

キ
セ
ノ
ン
ラ
ン
プ
が
点
滅
す
る
と
い
う
仕
組
み

を
考
案
し
導
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は

そ
の
後
に
総
務
省
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
化
さ
れ
た

光
警
報
装
置
の
前
身
で
あ
る
。

◯
航
空
機
際
で
車
い
す
を
乗
り
換
え
る
こ
と
を

可
能
と
し
た
搭
乗
ゲ
ー
ト
脇
の
荷
物
用
Ｅ
Ｖ

（
写
真
２
）

　

車
い
す
使
用
者
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
車
い

す
は
足
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
車

椅
子
を
機
体
に
積
み
込
む
関
係
で
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
カ
ウ
ン
タ
ー
で
自
分
の
車
い
す
を
預
け
、
航

空
会
社
の
車
い
す
に
乗
り
換
え
る
と
い
う
不
便

さ
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。︵
因
み
に
、機
内
は
通

路
が
狭
い
た
め
更
に
機
内
専
用
の
車
い
す
に
乗

り
換
え
る
。︶
そ
こ
で
研
究
会
で
は
、搭
乗
ゲ
ー

ト
三
か
所
に
一
台
、
荷
物
用
Ｅ
Ｖ
を
設
置
す
る

こ
と
を
提
案
し
実
現
し
た
。
そ
の
結
果
、
建
物

と
し
て
は
、
航
空
機
際
で
の
車
い
す
の
乗
り
換

え
を
可
能
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
は
、

他
の
目
的
で
も
使
え
る
た
め
、
航
空
会
社
に

と
っ
て
も
便
利
な
設
備
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

◯
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
者
で
も
読
み
や
す
い
Ｆ
Ｉ
Ｓ

モ
ニ
タ
ー
の
画
面
デ
ザ
イ
ン
（
写
真
３
）

　

中
部
国
際
空
港
は
、﹁
サ
イ
レ
ン
ト
空
港
﹂
を

目
指
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
極
力
館
内
放
送
を

や
め
、Flight Inform

ation System

︵
以
下
、

Ｆ
Ｉ
Ｓ
。︶
を
館
内
の
至
る
所
に
設
置
し
、
情

報
提
供
を
充
実
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
者
か
ら
、
現
在
の
計
画

案
で
は
、
設
置
位
置
が
高
く
画
面
に
近
づ
い
て

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
や
情
報
が
多
い
た

め
読
み
に
く
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
更
に
、

文
字
を
左
か
ら
右
へ
読
ん
で
い
く
こ
と
の
難
し

さ
も
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
研
究

会
で
は
、
メ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得
て
検
証
を
重

ね
、
設
置
位
置
は
現
行
の
モ
ニ
タ
ー
の
下
端

二
、四
〇
〇
㎜
か
ら
画
面
中
心
を
日
本
人
の
平

均
的
な
目
の
高
さ
の
一
、五
五
〇
㎜
へ
の
変
更

案
を
提
案
し
実
現
し
た
。
ま
た
、
極
力
情
報
を

減
ら
す
画
面
デ
ザ
イ
ン
を
追
求
し
、
左
か
ら
右

へ
読
み
や
す
く
す
る
た
め
背
景
に
濃
淡
を
つ
け

た
太
い
帯
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

＊₂
：
中
部
国
際
空
港
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
︵
鹿

島
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
︶

　

開
港
後
、
多
く
の
障
害
当
事
者
が
検
証
に
訪

れ
た
よ
う
で
、﹁
ど
こ
が
Ｕ
Ｄ
な
の
か
？
﹂﹁
Ｕ

Ｄ
が
一
〇
年
後
退
し
た
！
﹂
な
ど
⋮
大
変
厳
し

い
お
言
葉
を
頂
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

中
部
国
際
空
港
で
は
、
す
べ
て
の
人
が
同
一

動
線
で
移
動
で
き
る
よ
う
に
斜
行
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
や
四
〇
人
乗
り
の
大
型
Ｅ
Ｖ
の
導
入
な
ど

が
計
画
さ
れ
た
。
勿
論
、
段
差
解
消
機
な
ど
は

な
い
。
多
機
能
ト
イ
レ
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
前

述
の
よ
う
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
程
度
の
手
動
車
い
す

で
単
独
移
動
が
可
能
な
人
は
、
一
般
ト
イ
レ
が

利
用
で
き
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
も
目
線
の
高
さ
に
設
置

さ
れ
て
い
る
た
め
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
フ
ラ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
く
情
報
を
得
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
更
に
、
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
空
港
と
い
う
非
日
常
的
な
空
間
で
あ
る
こ

と
か
ら
普
段
利
用
し
て
い
る
公
共
交
通
機
関
か

ら
総
合
案
内
所
ま
で
は
単
独
で
も
来
港
で
き
る

よ
う
に
敷
設
し
た
が
、
そ
れ
以
降
は
、
空
港
会

社
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
人
的
支
援
が
受
け
ら
れ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
障
害
当
事

者
発
意
で
検
討
し
た
結
果
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
特
別
な
設
備
や
装
置
を
用
い

ず
、
計
画
や
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人

が
使
い
や
す
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
だ

か
ら
﹃
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
記
号
﹄
は
な
い
。

　

開
港
し
て
一
二
年
。
こ
の
一
月
に
初
め
て
中

部
国
際
空
港
か
ら
飛
び
た
っ
た
。
ロ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
の
当
事
者
で
あ
る
小
生
で
も
ス
ト
レ
ス
な
く

利
用
で
き
、
目
的
地
に
到
着
で
き
た
。
こ
れ
で

良
い
の
で
は
な
い
か
？

　

次
号
で
は
、
ひ
と
の
感
覚
か
ら
﹁
デ
ザ
イ
ン

の
可
能
性
﹂
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

写真 2　搭乗ゲート脇の荷物用 EV 写真 3　ロービジョン者でも読みやすい FIS モニター（開港当時のもの）写真1　手動車いすでも利用できる一般トイレの便房
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少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
③
の
相
談
の
方
は
、﹁
日
影

の
照
度
を
測
り
た
い
が
現
地
相
談
で
対
応
可
能
か
？
﹂

と
の
相
談
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
ほ
ど
気
に
な
っ
て
お
ら

れ
た
の
か
な
ぁ
と
も
思
い
ま
す
。

相
談
④
隣
地
の
室
外
機
が
う
る
さ
い

　

隣
接
建
物
が
設
置
し
た
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
室
外

機
が
う
る
さ
い
。
以
前
に
対
策
を
求
め
た
が
対
応
さ
れ

て
い
な
い
様
子
。
法
的
な
対
応
は
可
能
か
？

相
談
⑤
隣
地
の
建
築
が
不
安

　

当
該
土
地
は
地
盤
が
悪
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。最

近
隣
地
に
六
戸
程
度
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
始
ま
っ
た
。

事
前
に
連
絡
が
な
い
の
で
不
安
だ
。市
に
連
絡
し
て
、

建
築
主・設
計
者・施
工
業
者
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。隣

地
関
係
者
に
、議
員
や
弁
護
士
を
通
じ
て
話
を
持
ち
か

け
た
が
、応
じ
て
も
ら
え
な
い
。相
手
に
も
弁
護
士
が
い

る
。工
事
の
影
響
な
の
か
は
不
明
だ
が
最
近
自
宅
基
礎

に
ひ
び
が
入
っ
て
見
て
も
ら
っ
た
が
何
の
連
絡
も
な
い
。

相
談
⑥
調
査
に
建
築
士
は
立
ち
会
っ
て
も
ら
え
る
か
？

　

隣
地
に
大
き
な
建
物
が
建
つ
ら
し
く
、
工
務
店
が
事

前
に
写
真
を
撮
り
確
認
を
し
た
い
と
言
わ
れ
た
。
建

築
士
の
派
遣
は
可
能
か
？

か
た
よ
る
相
談

　

相
談
④
～
⑥
は
す
べ
て
二
月
の
相
談
で
す
。
二
月
も

隣
地
絡
み
の
相
談
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
空
調
室
外

機
の
音
も
寒
い
時
期
な
ら
で
は
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

相
談
④
⑤
と
も
に
、
な
か
な
か
法
的
な
対
応
は
難
し
い

案
件
の
よ
う
で
す
。
⑥
も
建
築
士
の
立
会
は
可
能
で

し
ょ
う
が
、
立
ち
会
っ
た
と
し
て
何
か
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
現
地
相
談
の
費
用
を
か
け
て
も
気
休
め
程

度
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
二
ヶ
月
は
隣
地
に
ま
つ
わ
る
相
談
が
集
中
し
た
よ

う
で
す
。
日
照
や
空
調
室
外
機
の
騒
音
は
寒
い
時
期

特
有
の
相
談
の
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。
心
理
的
な
も
の

が
影
響
す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
相
談
の
内
容
や

偏
り
方
に
季
節
性
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

建
築
相
談
室
か
ら 

三
十
六

　
　
　
　

冬
の
電
話
相
談

　

文　

橋
本
頼
幸

　

電
話
相
談
に
は
季
節
性
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
た
ま
た
ま
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
同
じ

月
に
同
じ
よ
う
な
相
談
が
何
度
か
あ
る
も
の
も
が
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
相
談
を
昨
年
︵
二
〇
一
八
年
︶
一
月
・

二
月
の
相
談
か
ら
ま
と
め
ま
し
た
。

相
談
①
隣
地
の
建
て
替
え
で
〇
・
五
ｍ
高
く
な
る

　

隣
地
に
診
療
所
併
設
住
宅
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

従
前
は
七
ｍ
だ
っ
た
が
、
今
回
は
七・五
ｍ
と
の
こ
と
。

設
計
者
に
従
前
よ
り
高
い
建
物
は
圧
迫
感
が
あ
る
の
で

下
げ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
す
る
が
、
確
認
申
請
が
終
わ
っ

て
い
る
の
で
対
応
で
き
な
い
、
建
築
主
に
言
っ
て
く
れ

と
言
わ
れ
た
。
担
当
者
は
女
性
で
頼
り
な
い
感
じ
だ
。

と
の
相
談
。

相
談
②
隣
地
の
建
て
替
え
で
一
ｍ
高
く
な
る

　

隣
地
︵
北
側
︶
に
診
療
所
が
建
つ
。
従
前
六ｍ
の
建

物
が
七ｍ
に
な
る
ら
し
い
。
今
で
も
日
当
た
り
が
悪
い
の

で
、
日
当
た
り
が
悪
く
な
る
の
を
気
に
し
て
い
る
。
法

律
を
守
っ
て
い
る
の
か
確
認
す
る
べ
き
か
？
と
い
う
相
談
。

相
談
③
突
然
三
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
た

　

隣
地
︵
南
側
︶
に
突
然
三
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ

た
。
役
所
と
弁
護
士
に
相
談
し
、
日
照
権
で
争
う
な

ら
測
量
し
た
方
が
い
い
、
と
い
わ
れ
本
会
の
相
談
窓
口

を
紹
介
さ
れ
た
。

す
べ
て
一
月
の
相
談

　

こ
の
三
つ
の
相
談
は
す
べ
て
、
一
月
の
別
々
の
相
談
。

③
の
方
は
当
日
二
回
、
五
日
後
に
ま
だ
電
話
を
か
け
て

こ
ら
れ
て
い
ま
す
。
相
談
者
の
過
剰
な
反
応
の
よ
う
な

気
も
し
ま
す
が
、
事
前
に
隣
戸
に
理
解
を
求
め
る
べ
く

説
明
の
機
会
は
な
か
っ
た
の
か
と
も
思
い
ま
す
。
寒
い

時
期
だ
か
ら
か
隣
地
の
建
物
が
建
ち
日
影
が
気
に
な
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
も
建
物
と
し
て
確
認

申
請
や
建
築
が
終
わ
っ
て
い
る
た
め
、
法
的
な
問
題
は

　
　

理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時 

三
月
二
十
日︵
水
︶
十
六
時
～
十
八
時

場
所 

K
K
R
ホ
テ
ル
大
阪

出
席 

理
事
三
六
名 

監
事
二
名 

名
誉
会
長
他
二
二
名

︵
１
︶
二
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、収
入
九
、九
一
三
、

七
〇
一
円
、支
出
一
三
、六
〇
二
、八
七
〇
円
、差
引
△
三
、

六
八
九
、一
六
九
円
で
、本
年
度
累
計
の
収
支
差
引
一
七
、

三
九
五
、三
八
六
円
を
報
告
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

︵
２
︶
本
年
度
決
算
は
、
予
算
比
で
約
六
〇
〇
万

円
の
黒
字
と
な
る
見
込
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

︵
３
︶
三
一
年
度
事
業
計
画
案
に
お
け
る
、
公
益

目
的
事
業
部
門
︵
公
１
～
３
の
三
区
分
︶、
収
益

事
業
部
門
、
そ
の
他
事
業
部
門
の
三
部
門
の
事
業

内
容
等
を
審
議
し
承
認
し
ま
し
た
。

︵
４
︶
三
一
年
度
予
算
案
は
、定
期
講
習
等
の
事
業
収

入
の
減
収
が
見
込
ま
れ
厳
し
い
状
況
で
す
が
、各
事
業

の
収
支
改
善
を
検
討
し
、収
支
額
一
八
〇
、四
一
〇
千

円
、差
引
額
〇
円
の
編
成
を
審
議
し
承
認
し
ま
し
た
。

︵
５
︶
三
一
年
度
の
組
織
は
現
状
通
り
の
理
事
四

五
名
、
監
事
二
名
の
体
制
で
、
次
期
役
員
候
補
者

を
含
む
会
務
分
掌
案
を
審
議
し
承
認
し
ま
し
た
。

︵
６
︶
東
大
阪
市
か
ら
の
委
託
業
務
で
あ
る
耐
震

診
断
員
派
遣
業
務
等
の
費
用
を
、
一
〇
月
の
消
費

税
率
変
更
に
伴
い
、
消
費
税
を
外
税
と
し
て
委
託

額
に
反
映
す
る
要
望
書
を
審
議
し
承
認
し
ま
し
た
。

︵
７
︶
上
海
市
建
築
学
会
と
、
相
互
交
流
促
進
を

図
る
確
認
書
を
締
結
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

﹁
二
〇
二
五
年
の
建
築
士
会
全
国
大
会
を
本
会

が
主
管
を
す
る
こ
と
を
、二
月
度
理
事
会
で
承
認

し
た
﹂と
三
月
号
建
築
人
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、

理
事
会
で
は
、関
東
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
へ

の
開
催
地
変
更
を
承
認
し
、主
管
に
つ
い
て
は
審
議

し
て
お
り
ま
せ
ん
。お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

　
　
編
集
後
記

茂
籠
一
之

　

三
〇
年
余
り
続
い
た
﹁
平
成
﹂
も
、
こ
の
建
築

人
四
月
号
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
、
新
し
い
元
号

が
発
表
さ
れ
次
の
時
代
へ
の
期
待
と
高
揚
感
に
包

ま
れ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。

　

近
年
、
建
築
業
界
も
Ｉ
Ｔ
技
術
革
新
に
よ
り
設

計
・
施
工
の
手
法
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
き
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
・
Ａ
Ｉ
ド
ロ
ー
ン
・
無

人
作
業
機
械
な
ど
様
々
な
ツ
ー
ル
が
で
き
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
・
人
材
不
足
解
消
・
生

産
性
向
上
・
業
務
効
率
化
・
等
の
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
機
械
に
と
っ
て
変
え
ら
れ
な
い
、

﹁
人
﹂
に
し
か
出
来
な
い
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
は

作
り
手
と
し
て
、﹁
相
手
を
想
い
、
創
造
し
、
感

動
し
て
も
ら
う
こ
と
﹂
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

建
築
情
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
人
数
も
増

え
、
こ
の
﹁
建
築
人
﹂
の
あ
る
べ
き
理
想
を
目
指

し
て
建
築
士
会
会
員
の
方
々
に
寄
り
添
い
、
創
刊

時
か
ら
の
想
い
を
継
承
し
つ
つ
、
新
し
い
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
情
報
発
信
が
で
き
る
様
、
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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コイズミ緑橋ビル　竹中工務店

　「あかりのありかを求めて」_ 自然の「あかり」をお手本に、
照明器具の企画・開発・製造・販売を行なっているコイズミ
照明の研究開発施設「あかりの杜」を計画した。敷地は大阪
市内の住宅地である。まちに対しては“緑段のPARK”として、
まちのスケールと調和させ、ワークプレイスに対しては“各階
の GARDEN”として、適度なヒューマンスケールとリアルな自
然との関わりを創出した。各階に南向きの庭があることで、太
陽光が執務空間に木漏れ日を落とし、また、花を摘んだり、
新しく種を植えたりと、自然との交歓を通した社員同士の新た
なコミュニケーションも生まれている。木の幹のメタファーとし
ての木質の吹抜けは、外部環境の移ろいを体感できる場であ
り、開発商品の実証実験を俯瞰できるコラボレーションの拠
点でもある。
　竣工後まもなく、普段見ることのなかった小鳥や蝶が各階の
バルコニーに訪れるようになったと聞く。「あかりの杜」が自然
と人を結び、まちの環境を変える一助となることを願っている。

撮影：古川泰造　第38回大阪都市景観建築賞緑化賞受賞作品

■プロフィール
有田　博（ありた　ひろし）
1993年 東京芸術大学大学院美術研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 同社大阪本店設計部グループリーダー

北村　仁司（きたむら　ひとし）
1996年 京都大学大学院工学研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 同社大阪本店設計部グループリーダー

金澤　潤（かなざわ　じゅん）
2011年 名古屋工業大学大学院工学研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 同社大阪本店設計部

中西　正佳（なかにし　まさよし）
2007年 京都大学大学院工学研究科修了後、
 竹中工務店入社
現　 在 中西正佳建築設計事務所主宰

■建物データ
建 築 主：小泉産業株式会社
設　　計：株式会社竹中工務店
照明設計：コイズミ照明株式会社
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪府大阪市東成区
　　　　　東中本 2-3-5
用　　途：事務所
竣　　工：2017 年 3月
敷地面積： 1,466.41 ㎡
建築面積： 1,128.04 ㎡
延床面積： 5,225.73 ㎡
構　　造：鉄骨造


